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お知らせ 

地層「千葉セクション」の審査状況について 

 ～GSSP 認定へ向けて～（2019 年 11 月） 
 
 千葉県市原市の地層「千葉セクション」を、国際境界模式層断面とポイント（GSSP）とする申請

が、審査の第 3 ステップである国際層序委員会（ICS）の審査を通過した。 

 千葉セクションは、日本の研究チームが 2017 年 6 月に地質時代の前期‐中期更新世境界の

GSSP に申請し、同年 11 月に第 1 ステップの審査、続いて 2018 年 11 月に第 2 ステップの審

査を通過していたものである。 

 今後、最終段階の投票を行う IUGS（国際地質科学連合）に向けて、千葉セクションを GSSP とす

るよう答申が出される。この答申が認められれば、千葉セクションは GSSP となり、約 77 万 4 千

年前～約 12 万 9 千年前の地質時代の名称が「チバニアン」と名付けられる。 



2019 年 10 月 29 日から 11 月 27 日（イギリス時間）、国際地質科学連合（IUGS）の国際層序委

員会（ICS）で、地質時代の前期‐中期更新世境界（注 1）の GSSP（注 2）として「千葉セクション」（注

3）を認めるかどうかの投票が行われました。その結果、委員 19 名中 17 名の賛成票（反対 2 票、棄

権・白票なし）を得て「千葉セクション」が認められ、最終段階となる IUGS に答申されることになりまし

た。 

千葉セクションは、2017 年 11 月、審査の第 1 ステップ（注 4）にあたる下部−中部更新統境界作

業部会（WG）で、申請された 3 つの地層の中から GSSP 候補に選ばれ、続いて 2018 年 11 月に

第 2 ステップにあたる第四紀層序小委員会（SQS）での審査を通過しました。そして 2019 年 8 月

15 日、第 3 ステップとなる IUGS の ICS に提案申請書を提出するに際し、新たな研究成果（注 5）

などと、市原市からのレター（注 6）を追加していました。ICS では、約 10 週間の討論の後、1 カ月

間にわたって電子メールでの投票が行われました。 

 

今後は、IUGS の投票で 60%以上の得票があれば、「千葉セクション」が前期‐中期更新世境界を

示す GSSP となります。GSSP となった場合、地質時代の中期更新世（約 77 万 4 千年前～約 12 万

9 千年前）（注７）が、「千葉の時代」を意味する「チバニアン（Chibanian）」と名付けられます。 

現在、日本に GSSP はありません。千葉セクションが日本初の GSSP になり、日本の地名に由来

した地質時代の名称が誕生すれば、地質学だけでなく、日本の科学史においても大きな出来事に

なります。また、地質学の一般への普及や小・中・高校生などへの教育においても大きな波及効果

が期待されます。 

 

＜コメント＞ 

「千葉セクション」を申請した研究チームの岡田誠・茨城大学理学部教授 

「千葉セクションをめぐる状況の変化や ICS 側からの意見・質問の対応で想定よりも時間がかかりま

したが、無事に最終段階となる IUGS の投票に進むことができ、安堵しています。これもひとえに、市

原市をはじめ、この活動を支援してくださった皆様のおかげです。引き続き、「チバニアン」の誕生へ

向けて、しっかりと対応してまいります。」 

 

＜注＞ 

注 1  地質時代の前期‐中期更新世境界 

地質時代は、地球上の岩石をその形成された年代に基づいて区分したもの。IUGS や ICS などにより

International Chronostratigraphic Chart として提示されている。ただし、時代区分の定義、名称や基準と

なる年代などに関しては絶えず見直されており、中期-後期更新世境界や今回審査された前期‐中期更新

世境界のようにまだ合意に至っていない時代もある。「更新世」は人類の時代である新生代第四紀のはじめの

時代である。その中でも前期と中期の境界は、これまでで最後の地球の磁場逆転（注 8）が起きた時期である。 

 



 

 

注 2  GSSP 

Global Boundary Stratotype Section and Point（国際境界模式層断面とポイント）。IUGS は、それぞれ

の地質時代の境界を地球上で最もよく示す地層を 1 つだけ選び、GSSP に認定している。GSSP は現在、世

界に 72 カ所あるが、日本にはまだない。 

 

注 3  千葉セクション  

千葉県市原市にある養老川セクション（35˚17.41’N; 140˚8.48’E）の中の地層の名。提案申請書では養老

川セクションのほかに、養老田淵セクション（35˚17.41’N; 140˚8.49’E）、柳川セクション（35˚17.15’N; 

140˚7.88’E）、浦白セクション（35°16.85’N; 140°7.47’E）、小草畑セクション（35˚18.52’N; 140˚11.89’E）から

得られたデータが用いられている。これらのセクションをまとめて千葉複合セクションと呼ぶ。 

 

注 4 

GSSP 決定までの審査ステップは以下のとおり。 

 
① 下部−中部更新統境界作業部会（WG）で審査。・・・・・・・・・・・・・・2017 年 11 月通過。 

審査結果を第四紀層序小委員会（SQS）へ答申。 

  ↓ 

② SQS で答申を認めるか投票。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2018 年 11 月通過。 

  ↓ 

③ ICS（国際層序委員会）にて投票。60%以上の得票が必要。・・・・2019 年 11 月通過。 

  ↓ 

④ IUGS（国際地質科学連合）にて投票。60%以上の得票が必要。 

  ↓ 

GSSP 決定 

 

 

注 5   新たな研究成果 

千葉複合セクションの堆積物中のベリリウム同位体分析を詳しく解析し、地磁気逆転に伴って急激な地磁気

強度の低下現象が起きることを再確認した（関連論文 6）。さらに千葉複合セクションの堆積物に含まれる有孔

虫化石の酸素同位体分析を詳しく実施・解析し、当時の房総半島周辺海域における黒潮流域の南下・北上が

数千年周期で起こっていたことなどを示した（関連論文 7）。これまでの研究結果とあわせ、「千葉セクション」が

前期－中期更新世境界の GSSP の申請に必要な条件を高いレベルでクリアしていることを明確に示している

と言える。  

 

注 6 市原市からのレター 

研究者による地層へのアクセスを確保するための条例を準備している旨を記載した概要。（条例は 2019 年

9 月 19 日に制定） 

 

注７ 中期更新世の年代幅 

最新の第四紀時代区分年代表(Head, 2019)による年代値を表示している。 



Head, M., 2019, Formal subdivision of the Quaternary System/Period: Present status and future 

directions, Quaternary International, 500, 32-51, doi.org/10.1016/j.quaint.2019.05.018 

 

注 8  磁場逆転 

地球を大きな磁石に見立てたときの N 極と S 極の向きは、過去に何度も逆転を繰り返している。今までで最

後に起こった地磁気の逆転は「松山-ブルン境界」（Matuyama-Brunhes 境界）と呼ばれ、その年代は海底堆

積物の古地磁気記録などから約 78.1 万年前とされていたが、本研究チームが千葉複合セクションの堆積物な

どを高精度に分析したことにより、約 77 万 3 千年前 であることが示された（関連論文 2 および 5）。 

 

 

＜提案申請書について＞ 

タイトル： The Chiba Section, Japan: a proposed Global Boundary Stratotype Section and 

Point (GSSP) for the Chibanian Stage/Age and Middle Pleistocene 

Subseries/Subepoch 

 

申請者： 

千葉セクション申請チームメンバー（姓のアルファベット順） 

羽田 裕貴（茨城大学大学院理工学研究科、現：国立極地研究所） 

林 広樹（島根大学大学院総合理工学研究科、現：島根大学大学院自然科学研究科） 

本郷 美佐緒（有限会社アルプス調査所） 

堀江 憲路（国立極地研究所／総合研究大学院大学極域科学専攻） 

兵頭 政幸（神戸大学内海域環境教育研究センター） 

五十嵐 厚夫（復建調査設計株式会社）  

入月 俊明（島根大学大学院総合理工学研究科、現：島根大学大学院自然科学研究科） 

石塚 治（産業技術総合研究所地質調査総合センター） 

板木 拓也（産業技術総合研究所地質調査総合センター） 

泉 賢太郎（千葉大学教育学部） 

亀尾 浩司（千葉大学大学院理学研究院） 

川又 基人（総合研究大学院大学極域科学専攻） 

川村 賢二（国立極地研究所／総合研究大学院大学極域科学専攻／海洋研究開発機構） 

木村 純一（海洋研究開発機構）  

小島 隆宏（茨城大学理学部） 

久保田 好美（国立科学博物館） 

熊井 久雄（大阪市立大学名誉教授、故人） 

中里 裕臣（農業・食品産業技術総合研究機構農村工学研究部門） 

西田 尚央（東京学芸大学教育学部） 

荻津 達（千葉県環境研究センター） 

岡田 誠（茨城大学理学部） 

奥田 昌明（千葉県立中央博物館） 



奥野 淳一（国立極地研究所／総合研究大学院大学極域科学専攻） 

里口 保文（滋賀県立琵琶湖博物館） 

仙田 量子（九州大学大学院比較社会文化研究院） 

紫谷 築（島根大学大学院総合理工学研究科（研究実施当時）） 

Quentin Simon（Aix-Marseille University （フランス）） 

末吉 哲雄（国立極地研究所） 

菅沼 悠介（国立極地研究所／総合研究大学院大学極域科学専攻） 

菅谷 真奈美（技研コンサル株式会社） 
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竹原 真美（国立極地研究所） 

渡邉 正巳（文化財調査コンサルタント株式会社） 
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吉田 剛（千葉県環境研究センター） 
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